
業 績 ハ イ ラ イ ト  各 事 業 の 概 況  

（注） 1）第38期より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第5号 平成17年12月9日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関す
　る会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第8号 平成17年12月9日）を適用しております。 

　　 2）平成17年11月18日付けをもって普通株式1株につき2株の割合をもって分割しております。なお、第37期の１株当たり当期純利益及び1株当たり純資産は、期首
　に分割が行われたものとして計算しております。 

免責条項　 
本報告書で記述されている通期の業績見通しなど将来についての事項は、予期しない経済状況の変化など様々な要因の影響を受けるため、その結果については当社が保証するものではありません。 
 

フットサルクラブハウス 銀行店舗 3階建の建設現場事務所 
『COSMO CT-J』 

東京モーターショーで利用される 
ユニットハウス 

歯科医院 オフィス 

ユニットハウスのレンタル 

建設現場事務所やイベント時の物販ブースなどに利

用される仮設建築用のユニットハウスのレンタルサー

ビス。当期は、新製品『COSMO CT-J』を投入しました。 

オフィス、店舗、教育・保育施設、倉庫など、さまざま

な用途で使用できるユニットハウスを全国の店舗

で販売しています。 

平成19年6月の改正建築基準法により建築確認の審

査基準が厳格化し、当事業の主要な取引先である建設業

界において工事着工にブレーキがかかった結果、レンタル

出荷棟数は、厳しい状況で推移しました。しかし、レンタル

稼働棟数が順調に推移したことから、売上高は11,753百

万円（前年比102.3％増）となりました。 

また、施工時の安全性と効率性をさらに向上した新製品

『COSMO CT-J』の販売活動の推進により、一層のシェア

拡大に取り組んでいきます。 

 

主力製品である高品質・低価格の本建築物件『クイッ

クオフィス・クオ【Quo】』が、改正建築基準法により下半

期の受注に大きく影響を受けましたが、オフィスを中心に、

店舗、教育・保育施設、倉庫などユニットハウスの用途が

拡大したことで、売上高は4,765百万円（前年比101.4％

増）となりました。 

今後も、お客様の多様なニーズに応えるため、オプショ

ンの拡充や新商品の開発など新しいユニットハウスの創

造につとめていきます。 
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